
植物は140種を選び，解説しました。関連解説も含めると160余種が登場します。

1．時期は，主として花や実の見られる期間を示してあります｡場所と年により多少のずれはある

と思いますが，一応の採集適期と考えて下さい。もちろん花や実の時期以外の観察も大切

です。

2．場所は，よくその植物が見られる場所という意味です。なるべく具体的に書くよう努めま

した。日なたと日かげなどのような環境条件，あるいはよくいっしょに見られる植物は何か，

なども注意しておきましょう。

3．解説は，その植物名の由来とか方名（方言の呼び名),あるいは用途など，その種によって

異なりますが,気楽に読める内容にしてあります。一定の規準は設けてありません。

4．似た植物は，必ずしも近縁種とは限りません。一見似た感じの植物という意味です。

5．見分け方や特徴についてはOで囲んで示しました。その際，顕微鏡やルーペを使っての

細部にわたる判別法はなるべく避けました。花のつくりやおしべ,めしべ等についてのくわしい

記述は図鑑を参照して下さい。外見的特徴で見分けられるよう工夫したつもりです。

6．難解な用語はなるべく使わないよう努力しましたが，例えば小学校低学年生がこの冊子を

もとに植物を見分けるのは無理かと思います。ただ，大人にとっては経験上“顔”は知って

いるという植物が大半ですから，ぜひ子供達に教えて下さい。

7．図にうすく着色して用いられるのも一方かと思います。楽しい使い方を工夫しでみてくだ

さい。

8．波線の囲み記事は軽いコラム欄のつもりです。関連記事

や「科」の特徴，一口メモ的な内容を取り上げました。

9．図の不明な所は市販の図鑑等で補って下さい。一部誇張

したり省略したりして描いたところもあります。

10．植物名の前に☆の付いた種は，博物館が中心になって行

っている「調べよう鹿児島の自然」の調査対象種です。ど

のように分布しているかを調査しています。見つけたかた

は知らせてください。

碗
鋭

鍵
曹琵

f
－8－



1．これが植物140種の顔ぶれです。

ダ 子葉(草） 双子葉(草）
△

双子葉(木）

種 20種 雛 2種 26種

2．こうして始めましょう。

(1)まず下調べ (2)野外へ(2)野外へ探しに出たら(3)再確認

･植物全体の形や色は？

。「いつごろ｣｢どこに」？

。見分けるポイントは？

〉器 圏馬＊

鍵エ

鱸

・目的の植物か？葉や花

のつき方，形，色など
チェック

。疑わしいのも持ち帰る

。周囲のようすや他の植

物にも注意

・1人でじっくり観る

。みんなで分担をきめ

て検討する

・これだっ〃という感

激

つる植物

'

18種

(4脚し葉や鉢植えに

霧

･手帳やノートで簡単

な押し葉を

｡鉢植えにして観察も

○何回も足を運び「顔なじみ」をつくることが植物を覚えるコツです。

○写真で記録するのも楽しいもの，思い切りアップ°で撮ると意外な発見があります。

S.こんな標本のつくり方もあります。

ク庁0万弓〆C

鍵ぅ鯵

・似た植物の花だけとか’葉だけを手帳にはっておくと比べながら

覚えられます。

・気にいった植物の花のアルバムや葉のアルバムを作ってみましょ

う。写真をそえるとさらに楽しいもの。ヨモギの一生を押し葉に

するのも面白いでしょう。

・ひかげにつるして作るドライフラワーも楽しめます。

4．本格的な標本も作ってみよう－おもしをきかして,早く草－おもしをきかして,早く乾燥させるのがコツです－

(1)新聞紙にはさみおもしをする。(2)1日11''1新聞紙をとりかえる。(3)ガムテープを小さく切

って台紙にはりつける。（4朕集地・採集年月II等を書いたラベルをつけるとりっぱな標本の

でき上がり。(5)洋服箱にナフタリンを入れて保存します。

－9 －



ノモトソウ（わらび科）

“時期常緑多年生のため年間を通して採集できる。ただし，

3～4月頃は若葉のため胞子はついていない。

場所人家周辺の石垣や道路ぱたの崖地など。
､

I

井戸のそばによく生育している草の意味。

胞子をつける葉を胞子葉，普通の葉を栄養

葉という。胞子葉の方が一般にどのシダで

も高くなる。これは風によってより遠く広

く胞子を飛ばすためと考えられる。

物リュウキュウイノモトソウ

オオバノイノモトソウ

聡,'5弧,,，イ五、

＃
， ク

聡

、
ひ
〃
０
８
，

錨
〃

P

D

I'・．
●

《一ら･

形

藍/luM
湧紗I

gノキシノブ（うらぼし科）13マメヅタ（うらぼし科)＜i‘

⑭う ブ

曇龍
子
の
、
っ

誰
“
ご
謬
排

、
〉
一
ヨ

〆

烏

診
〆
〃
／

似た植物ない マメヅタ夕 ●

ノキシノフ

11 ビ

叶
距

平
石

１
の

③ 辺ﾓﾄ舟

灘鑿
難

』→塑＝

蝿 認
鐺 峡〃蔦;:1

蝿
麺

葦雫 澱
こ癖

粥
別

以た植物ない

－10－



4コシダ（うらじろ科）

時期常緑。年中見られる。

場所林の下草。乾燥した明るい

2ウラジロ（うらじろ科）

時期常緑。年間を通して見られる。

場所林の下草。乾燥したやや明るい

場所に生える。

解説葉は左右

2葉。よく成長し

たものでは数段に

葉をふやし，高さ

2～3mにもなる

ウラジロの名は，

葉裏が白色である

急
噸
卿

②

鞠q’

聯 [蝉

ところからついた。正月の飾りにする。

似た植物カネコシダ

ウラジロによく似て，小形，裏面は黄緑色

小羽片は狭くとがる。

解説葉の分かれ方が独特で葉柄

の先に左右2枚の葉があり，その間

からまた同じ形の葉がでる。葉面は

6枚ある｡(ウラジロは通常2枚)。

ワゼンマイ（ぜんまい科）

時期夏～秋。胞子が見られる時期は春の初め。

＠〉場所川岸など水分の多い土手，草地に生える。

解説茎は地面をはい，大きな株となり，葉は集まって

出る。春の初め栄養葉と胞子葉が出る。巻いている若い葉

を採取し，釜でゆで乾したものを「乾しぜんまい」といい，

料理に使う。

隙讓鰯

る特Hllな形0

似た植物ない

14ワラビ（わらび科）

時期多年生草本で，地上部は冬に枯れる

場所全国いたるところの山野。

日当たりのよいところを好む。

春，若芽を食用にする。また根茎をた

たいて，でん粉をとる。

ワラビもゼンマイと同じように，胞子

をつくって繁殖するが，ワラビでは特別

な胞子葉をつくらず，ふつうの葉の裏に

たくさんの胞子のうをつける。

似た植物ヒメワラビ

鰯

癖
壺盈つ

－11－



痔期常諭

場所土三

解説 多 f

土I券ﾎ蕾に0

唱
等
旱
‐
咄

閨の0

の冊

p、

＝■■

完
〒
ｒ
ｚ

胤弾
知

に褐色0

の 垂 の 照

唇婁
ﾖ翻爺r

魁 芽立ちの色

、

"

一

、全編識室
時期常緑。年間を通して見られる。

場所山地，崖に垂れ下がるように生え，平たん地にはない。

解説似たものにコモチシダがある。どちらも葉の表面に多数の小さな芽をつくり，これ
ふ ．ぐ ぃが

が地面に落ちて育つ。これは不定芽といって葉の一部が変化してできたものである。他にハ

イコモチシダがあるが，これは平たん地に生育し，地面をはうように見える。

－12－



3 オニヤブソテツ（おしだ科）

時期常緑のシダで年間を通して採集

場所海岸近くの岩場にはほとんどと

しており見つけやすい。日当たりのよい

解説葉に光沢があり，ごわごわして

ようぶそうなシダである。

葉の長さは，ふつう50cm程であるが大

|ま1mになる。

塵Ｕ
１
１
Ｃ
、
ザ
ノ
Ｆ

》
て
部

脇

WZL』ハルy叩卸

葉のぎざぎざを→鋸歯（きよし）

のこぎりの歯のようなという意味

ぎざぎざがなければ→全緑（ぜんえん）

之=電

Sタマシダ

時期 常 緑 の

場所海岸近

桜島の溶岩原

ナリーヤシ）な

解説根を堀

器官)がついてb

いけ花などに

似た植物セ

，
岩
膵

夕
の
街

肯しマ

ョのご

々－つ
7の零

影守→、ノ々

12ホラシノブ（わらび科）

ご忘互雰垂 似た植物 タチシノブ

（わらび科）
できる。常

道
士
睡
振
り
止

の
よ
方

期
所
畑
説
と
確

時
場
，
解
こ
（

下，林縁

に
も
シ

尼名則て

半育しを

缶のシ々
漢

識 惣撚

－

海岸地には葉がぷ厚いハマホラシ

－13－



15イタチガヤ（いね科）

時期6～10月頃に穂

場所湿った崖や土手，あるいは人家周辺の

石垣などに多い・

解説平地に生育しているイタチガヤはまずない。
かん

必ず斜面に生育している。茎（いね科の茎を稗という）

は細く硬い。一株ごと密にかたまっており（そう生す

るという）遠くからでもすぐわかる。高さは10cm程。

穂の形をイタチのしっぽに見たててこの名がついた。

'穂の卿が、
イダチのしつけ。
みたいノ

鮭〉

リ慨

Ⅷ

箇三工函

ブ

18ケカモノハシ（いね科） 19コウボウムギ（いね科）

Vi

、

、

〃 時期

7月～9月頃に

場所いずれも

雲

③
、鮭=ず竺沙

似た植物

←カモノハシ

'3℃海岸砂丘地には少なく
て，原野や海岸近くの

草地に多い。

4～6F

丑岸0)h少_t

ケ月･IC

穂が二つI:=III(5のをカモゆくもげし(冨
g_Eてて1才､1ゞ らノー－－－－－－－－

翼
勉〆…

砂丘の植物下の図は，海岸砂丘地の代表的な植物の様子を描いたものです。強い日光の直

射を受ける砂浜で，植物はどのようにして乾燥から身を守っているのでしょう。

コウボウムギの芽は足で踏むとつき刺さるほど硬く，まるでよろいを着ているようです。

ネコノシタの葉は分厚くケカモノハシは毛でおおわれています。また，いずれも根は地下深

く伸びています。「水｣を確保する工夫と｢確保した水｣を逃がさない工夫をしているのです。

ｺｳポｳﾑキ狸／

三

ハマヒルガオ

ヒ馳一

ネコノシタ

－14－
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鯵鯵

16エノコログサ（いね科）

時期夏から秋に穂

場所空地や道ばた，畑など。

解説1年草，花穂を小犬に見たてて

「犬ころ草｣とした。ネコジャラシの名も

ある。花穂や葉，茎に紫色の強いものが

あるが，それをムラサキエノコロと呼ん

でいる。

似た種類が多く区別は難しいが，ルー

ペで拡大しながら細部を観察するのには

適した材料である。①エノコログサ

似た植物②アキノエノコロ

アキノエノコログサ(緑･穂が垂れる）③キンエノコロ

キンエノコロ(黄金色の穂）④コツブキンエノ

の ② ③ ④

漁

キンエノコロ（黄金色の穂）④コツブキンエノコロ

コツブキンエノコロ(黄金色.最も多く見られる）

ハマエノコロ(海岸に多い．剛毛が長く穂は卵形）

3‘色

際」

順一I

26チカラシバ（いね科） 30ネズミノオ（いね科）

／

、 〆

〃

1

い

團

唾画

解説穂の出る時期に見ると特徴がはっきりしており，覚えやすいもののひとつ。いずれ

も昔の子供達の遊びにとり入れられていた植物。チカラシバの穂を背中にいれたり，ネズミ

ノオで輪をつくったり，あるいは草原をはだしでかけまわりながら，図のように結んで,足を

i《劇憾鯛醗駁蝋壼ぞ蝋鑿駕聯宵ｼバは大人”
－15－



1アオヒシバ（いね科）

時期8～10月頃に穂

場所日当たりのよい道ばた，荒れ地，

に普通に見られる。
おひしば

解説茎や葉は極めて強い。“雄日芝”

の意味で強い日ざしのもとでもよく茂る

ことより付いた名。熟すと果実がポロボ

ロと落ちるが，これは熱帯出身であること

を示す特徴とされる。

茎や根がじょうぶであることから，チ

カラグサともよばれる。

似た植物アフリカヒゲシバ

竪 〆

／I

34メヒシバ（いね科）

時期7～9月頃に穂

場所畑や荒れ地，道ばたなど。

解説県本土では“ホトクイ”の

名で有名な畑の雑草。

似た植物アキメヒシバ

〆

軸‘､ﾍ')'刊弓つく

へ

／
／

啄画 ／〃
五打と凹芽壱

r霜7翻示

>、ﾐーﾝﾉ〆 ″
／ し'

i〃

31ハマスゲ（かやつりぐさ科）

時期7～9月頃に穂

場所畑地や海岸の砂地，道路ば

グリーンベルト内，街路樹の根元な

解説長い根茎を地中にのばして

ところどころに小さなコブ状のかた

ができ，そこから発芽する。そのため

間がかかる。コボシとかコブシの名

いるがこれは単なる方名ではない。

用にし，それを"香附子"と呼んだ｡こ

た，市街地の

ど。

繁殖する。
かいけい

まり(塊茎）

除草には手

で呼ばれて

この根を薬

の根には香

茎の切ソロ｜す△形
、

一

ー

〃

気があることも確かめてみよう。(そんなに強い香りではない）
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21シナダレスズメガヤ22ススキ2フチガヤ81ﾅﾝパﾝギｾﾙ
（いね科）（いね科）（いね科）（はまうつぼ科）

頁上

腰
＃、し

い
蚤

鄭三E

下図のご

抄ｼ吉串左K

三fH10)イャ令弟 の柿

る。。6梶Ｌ

拓
咽
ノ
ゾ
－
１
１
１
己

琴0 ヨ(7

雪｡
シ【］

。＝倉c

癖
鰹磐

鱗
縦；

繍 贈Z柵I

IW3

22スス
÷ 蝋膨

-1 7-



23スズメノカタビラ(いね科）24スズメノテツポウ（いね科）似た植物
セトガヤ

群期4 ～6月円緑角0
シ【】

い
は
在
住
て
を
笛
プ

多
え
状
の
た
穂
草
－

に
ま
柱
メ
み
花
て
』
」

道
名
円
ズ
に
。
い
胆

ぜ
の
ス
砲
の
ぬ
テ

あ
説
形
を
鉄
も
き
－

や
解
小
穂
う
た
引
戸

艸
伽
附
脚
〃
Ｍ
ｉ
ｌ
ｌ

田
ｌ
②

○

》
所
６
９
日
１
１
１
１

Ｊ
ヨ
匡
勿

、

鯉 5。』

の1史フカタ

ア先と､のー

‐U

彩存

電艤

敵I
鴬期4～6F シ巳

Ir!
豆山の遂にF

かける。

易肋畑0

涙
力

い
形

日
の

シ 【 _ 】

蒋 習 用のヤリ0

輪レンゲ、『、今、 まめ、

ゲンゲ

時期5～6月に花穂をつける。

場所道ばたや野原,畑に生える。

解説一年生草本で群がって生え

る。

；
夏，茎の上に特異な形をし

た小穂を多数つける。

ヒメコバンソウの名は，

小さなコバン型の実にち

なんだもの。これをふる

と，ガラガラ音がする。

昔はこれで遊んだ。 蕊
－18－



2 コオニユリ（ゆり科）

時期7～8月に花

場所畑の土手や林の周辺部，人里付近の土手。

似た植物解説

オニユリいずれも似たような環境に生育する

コオニユリ

（ゆり科）

、f筆

”
，′ ＝

が，次のような点で見分けられる。

④
③篭

、

蕊

④ 菫I二黒いば人痢と

'震
〃

⑱一ﾍ゙ ﾐﾐ

F蚕7わ花はいずれも朱赤色で,花弁に黒いはん点がある。
28ツユクサ（つゆつさ科）

時 期夏~秋に花匿翻場所畑地や人家周辺の空地,庭など。

似た植物解説

③マルバツユクサ花はきれいで目立つが，意外と虫

やチョウがとまらないのは,蜜が少読

畿急ないからだときれる。：

《

〃

、、

②
郷

一
一

一
一

、＝

＝
翁

惨
ふちは薪ﾗﾗ丁子冠
Lわがぁ3r－－

32ヒメヒオウギズイセン（あやめ科）

時期7～8月頃に花

場所日当たりの悪いやや湿った所。人家周辺の

土手，道路ばたなど。

解説ヨーロッパで園芸用に作り出された交雑種

明治の中頃に渡来したとされる。

本県では「コメバナ｣｢タウエバナ｣｢ピーピーグサ

方名で呼ばれている。

（名前の由来）ヒオウギ
↓

ヒオウギズイセン（葉がヒオウギ
ー

↓セ ンに 似ると

ヒメヒオウギズイセン（ヒオウギク
…

I胤⑳己
影

義
↓僻

(ヒオウギズイセンに似るが小型の意）
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シO

ぎり

p涜く

シ【］

ゲ0９
脚

壁

陛乙

§
△
Ｌ

轄
禾
ぱ
里
算
移
古
ひ
だ

三一

臺職
調べてみようまぎらわしいものが多い。

挑戦してみませんか。

秋のしそ科の植物・ヤマハシカ・ヒメジソ

恵
達

・レモ ンエゴマ・ヒキオコシ・イヌコウジュなど。

鰯 諺
琴
言
細
く
直
、
ヱ

’アキノキリンソウ（きく科）

時期秋に花。

場所日当たりのよい山野，土手などに多い。

解説秋，車で道路を走っていると,道路わきの

土手などに黄色い小さな花が目につく。他にまぎ

らわしいものはない。茎を折っても白い乳液は出ない。

3
嵩 、寺

、

30~忠
く､．

、§‘， " 声 窓
い

唖誕動

多録
『一ーーー~~~~~~~~~~~~~~一~~－－~~~一
R同じキク科でも白い乳液のあるなしで次のように分けられる。

あか

タンポポ亜科…白い乳液が出る。

（タンポポ・アキノノケシなど）
キク亜科･･･白い乳液は出ない。

（アキノキリンソウ・ヨモギ・ヨメナなど）

〈キク科
I

－20－



38☆アレチマツヨイグサ（あかばな科） 似た植物☆オオマツヨイグサ

（あかばれ科）

戒姪亭へ⑳
時期夏に花

場所荒れ地や道ばたに多い。

解説ここにあげた4種は，いずれも

野生化した帰化植物。

、吟
、膠

小L／卜臥凸

☆マツヨイグサ ☆コマツヨイグサ

穏難頃が花で上Ⅷ
種より時期が早い。高さ50

~70cm程。葉は細い。人家

付近で見かけるが少ない。

鞘 ⑳い
○く咲

や
・
た
通
剰

が
地
る
れ
普
０

花
れ
れ
ら
で
必

ら
荒
ら
見
部
う

か
の
見
く
陸
は

頃
所
で
多
内
を

月
る
た
に
は
地

５
た
ぱ
岸
で
でＩ

し

黙り垂少
38☆セイヨウタンポポ（きく科）

ポポ☆ 刀ミグ

ヤ
萄欝

津I再_二市Iフ

の増川 ４
浬

[－1ノ、一戸夕

の限勵11ィ掴

綴

I
導雇拳

イロ－4．．コ~丁1．門‘

拳鰐
－21－



ﾌ6ツルソバ（たで科）39イタドリ（たで科）

藻夏～秋に花←時期→夏～秋に花

山野に多い。←時所→特に人里周辺の

桜島の溶岩原に 石垣や道ばたに

も多く見られる。多い。／宇守

鱗識
11

1：
～

句、.､ I

月11占’十次ｱ(7

リ II

侭
熟

″

唾元
唾垂… 両亘夛睡空(力､ら,例

91ミゾソバ（たで科）

期秋に花

所人里周辺の川くりや,池のまわりなど水辺に群生する。

説みぞによく繁っており，ソバに似ていることからこの名

ついた。花は淡紅色で美しいが，正しくは花弁ではなく，ガ

の色である。時に白色のものもある。

まれ台0

｜
’ の自号

〔
似た植物 ママコノシ－－…一 － 一 一 一…

言
Ｉ
…
域
藏
；

《……ーー

（トゲ
葉の形にも特徴があります。

＃
葉の茎部の形と呼び方

ﾆ
イタドリ

ー シ

茎何m印ｼて“

下向ざのトヶ､"'､

野原や道路ぱた，

川岸などに多い。
ミゾソバ

－22－



40イヌガラシ（あぶらな科）

春に花

みぞのまわりや道ばたに多い。

ごくありふれているのに，見過ごされている植物。

目立たないし，姿もこれといった特徴がない。しか

いわゆる“普通種”といわれているこれらの植物こ

，身近な自然の重要な一員である。

植物ミチバタガラシ（あぶらな科）

見はよく似ているがやや小型。

家周辺の石垣などに多い。

／
〃

、¥泌鼎

恥
〃

41イヌタデ（たで科）

、
時期6月頃から10月頃まで花が見られる。

場所田や畑に多い。道ばた，あき地の雑草でもある。

解説「たで食う虫も好きずき」のことわざで有名。しか

「辛い」葉を食う虫のことをさしているだろうから，この

に辛みのある「ヤナギタデ」と思われる。イヌタデは葉に

食用（さしみのつま等)にならない。別名をアカノマンマ（

えた）というが,本県でもアカマンマとかサデクサなどの方

しこの場合は

「たで」は葉

辛みがなく，

花を赤飯に例

名がある。埴

葉しようの毛は

見分けるときの

ポイントになる。

彫悪 7リ』つf』否p堀

タデ

似た植物 ・40～50cm

・葉をかむとピリッ

と辛いのはこれだけ。

シロバナサクラタデ

・50～100cm

・毛の長さは葉しようの％

・花は白で美しい。

ボントクタデ

急。赤いまばらな

・毛の長さは葉しよ
すじ4・目fzつノ

－23－



42イヌビユ（ひゆ科） 似た植物ホナガイヌビユ（ひゆ科）

渡畠⑳馬毒
u｣lr

●

鋭い針が多くつく。

･ホソアオゲイトウイヌビユを大型にした感じで1～2m位ある。

69タカサブロウ（きく科）

時期夏に花

場所田のあぜ道やみぞのまわりなど

解説人の名前を思わせる変わった

名前であるが，この植物もありふれ

ていながらほとんど人目をひかない

植物。ツルノゲイトウとは花で容易

に区別がつくが，花のない時期はま

②
②
｜

画
⑱

Ｏいしわ』
らぎ

睡函唖電②
君29ネジバナ（らん科）

時期夏に花

場所草地や芝ふの中によく出てくる。

解説らん科の植物は，一般に山林内に生育

しているが,この種は人里近くに生育している。

花が図のようにねじれてつくのが特徴。

1つ1つの花をよく見ると,ほぼ横向きについて

いる。別名モジズリ

－24－



43イノコズチ(ヒカケイノコズチ）（ひゆ科）

普通イノコズチと呼んでいるのは下の2種，

で見かけるのはヒナタイノコズチが多い。

時期秋に実をつける。

場所山地の路傍や林内，木かげの所

イノコズチ

ヒナタイノコズチである。路傍イノコズチと

似た植物 ヒナタイノコズチ

場 所 道 ば た な ど

たりのよい所。

砂
帝

山中にあり，葉は細長く光沢がある。

49オナモミ（きく科） 似た植物オオオナモミ

麹 XB

牙0

即フ
シ【ユ

匡逗完河

調べてみよう

オナモミー→メナモと名

前が対になっている。

メナモミの実がベトつくのI

粘液を出すからである。

密謹難

メナモミ コメナモミ ツクシメナモミ

,窯 賎〃躯

揃 〃
－25－



44ウマノアシガタ(きんぽうげ科）

時期4～6月

場 所山野の草

多年生草本。

解 説根元の

葉が，浅く5裂

し，はなれて見る

円形で，馬の足形

見える。有毒。

56キツネノボタン(きんぽうげ科）

時期4～9月

場所山地の進

,|､川のへ1）に参

慰

鄭三ビ

ワング)壷

の

弓母⑥

瞳

4アオオイヌノフグリ（ごまのはぐさ科）似た植物

7】fH

閏c

7)袴ア0

1上○

鏡
など
一

弾0．

の戸

鰈

鐙

灘 罰豆一句eO

玉
A_MM

難詞薑

国滞面
いに変えることはできなかった。ヨーロッパ原産。明治の初め日本にわたってきてたちまち

全国に広がった。

50オニタビラコ（きく科）

時期本県では

中咲いている。

場 所家のまわ

石垣などに生えて

全体に細い軟毛が

7）

る。

る｡

邸
､

一一口

③

似た植物コオニタビラコ

逸ら
劉寂卿

霧侭諸ﾐ委咽l翻町覇
鍵

－26－

春の七草のホトケノザは，この

コオニタビラコのことである。



45エノキグサ（とうだいぐさ科）

時期夏か

場所 畑 で

解説葉が

ミガサソウ。

さかんに芽が

この包葉が

似る。今ア

似た植物

葉ノ1､ざい

クワクサ（包葉がない）

＝ノーガー‐Z

ロア

別名

月§富

シ【。

1粒み』て

力7.セルに

rj,て､､3

48オオバコ（おおばこ科）

哩登一時期春から秋に穂

場所道路のへりや運動場など。

解説葉が大きいので,大葉子の名がつく。

人や車によって踏まれるような所は，植物にとって

も決して好ましい環境ではない。しかし，オオバコは

このような厳しい環境に生育できるしくみをもってい

る。葉や茎は人が踏んでも容易に折れることはない。

まるでバネのようだ。カプセルから出てきた黒い種子

。

I

割

‘諺迩礎蕊熟蕊繋”
の名で薬用とされる。花はめしべが先に出ておしべは

後から出る。自家受粉をさける

工夫である。

65スベリヒユ（すべりひゆ

時期夏に枝先きの葉の中心

場所庭や畑，道ばたなど。

感じ。

解説全体に毛がなくつるつ

茎は多肉質で水分を多く含み，

中での生活に適応したものであ

くられるが，そのとき粘性があ

といわれる。ホトケミンとかブタンクサなどの方名で知られている。

似た植物ポーチュラカ（栽培）

（ハナスベリヒユ）

－27－
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51オニヤブマオ

（いらくさ科）

53カラムシ

（いらくさ科）

59コアカソ

（いらくさ科）

ご …
時 期夏～秋

場所道路ぱた，比較的

海岸近くに多い。

解説葉はぶ厚<，ごわご

わして，しわが多い。高さ1

~1.5m位。

漸篭識
似た植物

二二

唖主亟

参鋤

I、

時期夏～秋

場所道路ぱた，荒れ地，市街

地にも多い。

解説

葉は互いちがいに出る

今互生

葉のうらはまつ白

茎（から）を蒸して

皮をとる意味

時期夏～秋

場所山地の道路ばた，林の

へり。

解説解説

特に葉の柄は赤みを帯び

る今コアカソ

山道にややたれ下がるようにして

生えているのがよく見られる。

葉脈の3本は特に目だつ

似た植物

イワガネ互生･葉のうらは白

ハドノキ互生．〃緑

これがいらくさ科のイラクサです。
いらくさ

｢刺草｣の文字が示すとおり，この植物全体にあるトゲ

(刺毛)がささるとひどい痛みを感じます。トケの中に

蟻酸(ぎさん)という物質を含むからです。トゲも左図

のように鋭くとがり，しかも折れやすくなっています◎

いらくさ科を示すUrtica(ウルティカ）は“ちくちく

する”という意味のラテン語からきた言葉です。いか

にもちくちくした感じの発音です。山かげに多い植物。

体験してみますか？それとも……。

－28－



52オランダミミナグサ（なでしこ科）似た植物ミミナグサ（なでしこ科）

百､､私，象1キ
埒々細目て．尭幼下

迦な､､､雲卑蝉老禽／

時期4～5月に花。

零
場所道ばた，野原，畑。

解説ヨーロッパ原産の帰

化植物｡最近では,昔から日本

にあったミミナグサより多く

なっている。こういう現象は

タンポポなどでも見られる。

二年生草本。

、副〃″

蜘
込

躍詠 哨
楢

蓮
4口

蕊 〆どうしてこのようなことが

起こるか，調べてみよう。

55キュウリグサ（むらさき科）

時期3～5月に青色の花。

場所野原の道ばた，畑などに多い。

似た植物ハ

3～12月に青

野原の道ばた

(むらさき科）ハナイバナ

②聯藍f盈

熊
回一厘通画一極フ

｡"
’

念ン 参

膠
〃

解説茎葉をもむとキュウリの匂い

がする。

解説ハナイバナとは葉と葉の間に，
はないぱな

花がつくので葉内花の意味。

62コバノタツナミ（しそ科）

時期5～6月に花。

場所海岸近くに多い。冬も枯れ

ない。

解説茎の項に唇形の花を多数つ

ける。花は一方に向いて開く。

似た植物シソバタツナミ

（しそ科）

山地のやや湿った木陰

に生え，葉は表裏共に毛

がある。光沢をもち葉裏

は紫色で，シソの葉に似

ているのでこの名がつけられた。

ヨ”夕

〃

難
鼬X〆

輪

鐵麗雰漂 一
一
《

錘
皿

》
》
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54カタバミ（かたばみ科）

時期冬でも日当たりのよい所では花をつける。

似た植物ムラサキカタバミ

（かたぱみ科）

ご 【 】

リ 魎②
②

囲
:，嘘

諭一

０
１
⑬

胤
鋤
も

II

讃色'0.んて．み』と1
オキウ

を示す'学名の0郷
と、,う壱.ﾛ壬のキ､1。千軍70脹列垂

‐【_】

まめ科の植物は，夜になると葉をとじて“眠る”ということはよく知られている。しか

し，ここにあげたカタバミやムラサキカタバミも“眠る”ということはあまり知られてい

ない。下にあげたシロツメクサ（まめ科）も眠る。夏の夜は植物たちも意外な顔をみせる。

カラスウリ(NO127)の花が開くのも夜,キャンプや夕涼みの折，星といっしょに夜の植物

たちも観察してみよう。

シロツメクサ（まめ科） 似た植物ムラサキツメクサ（まめ科）

（アカツメクサ）
63

時期春～夏に花。

場所荒地，道路ぱた， 校庭など。

墾言草ケ面

号のI

a｡Z｣_Pt 夕
這
司￥

汝
く
」
ん
い
ｖ

岩
浩
ゴ

〃刀 早

自→

班
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5アキランソウ（しそ科）

時期3～5月に花が咲く。

場所原野，道ばたなどに生える多年生草本。

冬は,地面にへばりつくように葉を広げる(ロゼット)。この

ことから別名「ジゴクノカマノフタ」ともいう。
らん

解説き(古語でむらさき)藍草は，花の色に由来する。

間謎耀
匠通

蕊
解説

薬草。

冬になるとほとんどの草の地上部は枯れ

る。キランソウやヒメジョオンのように,地

面に低く葉を広げたようにして冬を越す植

物がある。これらを「ロゼット」植物とい

う。

64スイバ(たで科） 似た植物ギシギシ（たで科） ヒメスイバ(たで科）

時 期5～

場所山地

田のあぜなど

年生草本。

解説スイ

と書き，スカ

いう。葉はす

6月に柾

の草加昇

に多い亀

鰯
〃

、

レ
ー
当

へ
へ
べ
４
坐
口
ｕ

ス
期
所

６
時
場

６

時期4～5月，淡紫色の花。似た植物5月に花c

山地のややうす暗いツボスミレ(みすれ科）

にみられる。
場所日当たり

地に生える多年生

解説花の形が

大工さんのすみつ

ぼ（すみいれ）に

似ていることから

スミレと名がつい

た。

似た植物

ノ ジスミレ

（スミレ科）

アツバスミレ

（スミレ科）

のよいj県里fO)E

ふん四

と可

－31－



I

58ゲンノショウコ（ふうろそう科） 似た植物

勾
醒

ぷ'3，I,さ、

綴
直草で有名。効き眉

5意味で“現の証枚

首 物 の ア メ リ カ フ ウ

峰妻i_Z 匝
圃
園

IIm
ﾕ写へ6

Q三罰師壷ヲ
唾ミタ

131センニンソウ(きんぽうげ科）

時期夏～秋に花。

場所草地や道路ぱたのやぶ，林のへり，河

原のやぶなどにおい茂る。

解説白い花びらに見えるのは「がく」。有毒

植物で，これを便所のウジ殺しに使ったりして

いた。実には3cm余りの白い羽毛力残り,風で飛

ばされやすいつくりになっている。秋，この実

がいっぱいからみついている様子が見られる。

調べてみようボタンズル（きんぽうげ科)f

礁蝋

探してみよう。路傍に多い。

139ヤブガラシ（ぶどう科）
（ビンポウカズラ） 似た植物

アマチャズル（うり科）

…

s跨湾
識

浄

フo7〕＋
シ【_】
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似た植物ニシキソウ

（とうだいぐさ科）

60コニシキソウ(とうだいぐさ科）

時期夏～秋に実在つける。

場所家の庭や畑，道ばたなど，地面地面にはっている。

解説庭の草むしりでおなじみの植

物。ニシキソウとの区別は次のと

おりである。

韮

一
噸の

今
巴

畔
畦
小

輯
琴
赤
乏
グ

｜
』
あ

●
〃
■
・
も

虻
巣
が ③砂

② 勘て

調べてみよう オオニシキソウ（高さ20～30cm位，大型，葉にはん点あり）

（とうだいぐさ科）

シマニシキソウ（茎は紅色をおび，全体に毛が多い）

（とうだいぐさ科）

61コミカンソウ(とうだいぐさ科） 似た植物 ヒメミカンソウ

（とうだいぐさ科）

縦 二 シC

′V

力
雲

形
の

の
ウ

醤

鯵慰睡
邑宛

ヤハズソウ（まめ科）
似た植物

93
似た植物マルバヤハズソウ

時期夏～秋に花。 （まめ科）

場所荒れ地や道ばた，川の堤防など市街地から山地まで率髭 多い。地面に低くもりあがるようにして茂る。

解説葉は図のようによくちぎれ，子供たちのじゃんけん

遊びに使われたりする｡4忽忽二
〈一一一一忽一矢'櫛“に似3力､5ﾔﾊｽ､ソウ

● ● 0

蕊『込國身篭側撰
ヒカ､'る

鰯Iｶハ

艇

鞭
塾藤灘
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6フセイタカアワダチソウ(きく科） 似た植物オオアワダチソウ

（きく科）

幾級
O

荒れ地，道路ぱたなどに群生す

線，高速道路の土手などにも。

米原産の帰化植物。

いたる所におい茂り，晩秋を黄

っている。

窪三唱

諺

唾
咽
②
｛

岡 …
姪ﾌ彰、ザﾗつく一

睡砂電垂壹国③
生I寸側く〃めらか

之壺砂
灘

92ヤクシソウ（きく科）

時期9月～11月に花。

場所日当りのよい山地や畑の土手など。

解説野菜として栽培されているチサ(チシャ)の

ある。葉を切ると乳液が出るからチサと呼んだ

この仲間を表わすLactucaという語もLac(乳）

いう意味のラテン語である。

似た植物ホソバワダン

94ヨメナ(きく科）

時期秋に花。 似た植物ノコンギク（きく科）

季 形

零鉢 シ【。

釦 価②

""(Z〃 〃〆
鋼血

一ご乏腫､､毛印

加が目立EZ』リ
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72チチコグサ(きく科）

時期5～10月に花。

場所日当たりのよい草地。

多年生草本。

73ﾁﾁｺグｻﾓドｷ(きく科）

時期4～6月に花。

場所道ばたや植えこみな

どいたる所。

86ハハコグサ(きく科）

時期4～6月に花。

場所みちばた，畑，家の

近くなど

､拳蔵溺 》
咽

誇
．墨

翌

参侭
/耐

解説葉の表面は，にごった

緑色。裏面は茎とともに綿毛が

密生して銀白色。

解説モドキとは，似ている

という意味。帰化植物。熱帯ア

メリカ産。

解説春の七草のひとつ｡｢ゴ

ギョウ」はハハコグサのこと。

78トウバナ（しそ科）

時期5～8月に花が咲く。

場所山野の道ばたに多い多

年生草本。

解説葉は対生。柄があり卵

形である。

似た植物ヤマトウバナ

6～7月山地の木かげで見か

け，白色の花が咲く。花のつき

かたは，まばらである。

のて、串イEの毛

鶏 云電篭

鶇詞
84ノアザミ（きく科）

時期5～8月に花が咲く。

場所日当たりのよい草原に

生える。多年生草本。

解説ノアザミはもっとも普

通のアザミで，山道や溝のふち

などいたるところに生えている。

葉のふちにはするどいとげがあ

る。

春～夏咲くアザミは本種だけ。

似た植物 ヒメヤマアザミ

（きく科）

ノマアザミ

（きく科）

醸診
謡晦ﾝ一震

一一

、 彫
脇

この他オイランアザミ→海岸の岩場や砂地の所に見られ，

～11月に花が咲く。県南部，奄美大島に自生する。茎’

れ，大形で葉辺は硬い鋭い刺がある。10

茎は皮をはいで食用にする。

－35－



74チドメグサ(せﾚﾉ科）

時 期夏～

場所人 家

解説茎 は

方まで立ち上

傍に多いのは

方は右図に示

似た植物

（全てせり科

ノチドメ

オオバチドメ

ヒメチドメ

ケチドメグサ

ヤマチドメグサ

秋に花。

周辺の日陰に多い。庭や芝生などにも多い。

75ツメ

時期春

場所庭

解説庭

それほどあ

切ったツメ
ー

似た植物

ハマツメク

（海岸近

ている

オオツメク

生ヨ陰0

でよ↓ ノ
シ【】

当削の圧

ノ

安』･ノ▲己

画
(帰化植物で,高さ30～40cm

位になる）

ア

一K】

の道路ばたによく見られ

似た植物

メカキドオシ（しそ科）

懸邇
シC

醗率
の大部

頭に』

'十承り 弱弱
α
種

生
理
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95ヨモギ(きく科）

時期8～10月頃に茶色の目立たない花。

場所田畑のあぜ道，日当たりのよい山地や草地，道路ば

た，荒地など。

解説春先から初夏にかけての,若葉のヨモギは一般によく知

られているが，花をつける頃,1m近くにも成長したヨモギ

を見せると，別の植物とまちがう人も多い。

四季を通して観察することが大切であることを知る好例で

ある。野生の“ノギク”と混生していると若葉のころは区別

しにくい。しかし,花の時期に見ると,“ノギク”がいわゆるキ
ぱい

クの花をつけるのに対し，ヨモギは地味な風媒花をたくさん

つける。花や実の時期に観察すると，その植物の特徴がよく

現われる例である。

※ノギクという種名はなく，ノジギクやヨメナなどの総称。

夢

膠

46オオアレチノギク（きく科） 89ヒメムカシヨモギ(きく科）

ぺど

働
一
鐸
脳

で彰=弓

鋤 匡三工言亟 巡

′亨
、

一
一
泥

時期夏の後半から秋にかけて花をつける。

場所荒れ地や道ばた。両者は普通混生している。森や林の中にはない。

解説いずれも外国からはいった帰化植物。鎮台草とか鉄道草とも呼ばれている。鉄道線に

沿って広がったことからこの方名で呼ばれた。高さは1mを越す。よく似ており両者の区別は

慣れないと難しいが，一度しっかりと花を見ておくと区別しやすい。また，ヒメムカシヨモギ

の葉脈は浮き出るような特徴もある。

似た植物アレチノギク→花が5～6月頃なのですぐ区別できる。全体小型，側枝がよく発

（きく科）達する。

ホウキギク→全体無毛で光沢がある。湿地に多い。冠毛が赤紫色で目だつ。

（きく科）

－37－



ツワブキ（きく科）

10～12月に黄色の花。

海岸近くの山に多い

似た植物ノブキ（きく科）

8～10月に白色の花。

山野の林の中など日かげに多い。

90フキ（きく科）

時期3～5月に花。

場所少

縁，多年

雄異株，

用にする

する。

林
雌
食

鶏

壼魎〆 咽

劃、
鎧難

雌f勅い
む恥岨オ

88
《
酒

巽舞
☆ハルショオン（弓

空地,畑,道ばたな

こ生える。に生える。帰化植

慧

シ【_』

ミソ
”

莞
、、 趣

倒〆劃⑳ゞ
ニノゲシ（きく科）

黄色の花。

またに生える。ハルノノゲシほど

ない。帰化植物，二年生草本。

似た植物87ハルノノゲシ(ノケシ)(きく科） オニノゲシ

時
場
年一

一

た
楢

８
の

一
瞬

４
眉

覗
斫

⑳---睡鋤⑳
ム涙〕－－＝凧一③噺

、
で解 P
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83ネコノシタ(ハマグルマ)(きく科）

時期夏～秋に花。

似た植物クマノギク（きく科）

135ハマヒルガオ（ひるがお科） 似た植物

グンバイ
月に花。

砂丘地，川くりや

ろ，土手など。

と海浜の植物であるが,人里

付近でもよく見かける。

花はうすい桃色，葉は光沢

があり直径2～3cm。

グンバイヒルガオは，葉の形が

すもうの行司がもっている軍配に

似ている。こちらは海岸の砂丘地

のみに見られる。

114ハマゴウ（〈まつづら科）

時期夏に花。

場所海岸の砂丘地。

解説砂丘をうめつくすようにしてよく茂る。長い茎を伸ばし，

節から根を出す。落葉する低木。一種の香気がある。

－39－
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似た植物ウシハコベ（なでしこ科）85ハコベ（なでしこ科）

寺期3～9月に白色の花。

舎彰雪場所道ばた,畑,庭などに生える。 鐺ｌ

致定又 鯵霧 匝夕

鐘
鰯
ｖ
＃

の
に

こ
ど

は
な

と
物

ラ
》
え

べ
坐
の

．
，

ハ
し

‐
た

草
ひ

七
お

の
，

春
でと

説
こ

解
の

／艀“説上蝋宇±，に大”I

草
して食べる。

80ナズナ(あぶらな科）

時期12～5月に花が咲く。

場所畑，道ばたなど日なたを

1～2年生草本。

解説冬はロゼット状で地面に

ひろがっている。春の七草の一つ

夏は枯れる。実の形が三味線のバ

チに似ているのでペンペングサと

もいわれる。時にヤリ形の果実を

つけるものもある。

らな科）

く。

湿地,庭など

イネの種子

つけてから

をまく頃花

ので，この

いた。

～6月

i¥
0

､P
認

震盆鯛
叱

働 一

「春の七草の歌」「せり，なずな，ごぎよう，はこべら，ほとけのざ，すずな’すずしろ，これぞ七草」寒い冬，
他の植物に先がけて出てくる。正月の七日の朝，七草がゆをつくり，7才児の成長を祝う。解説集の中に，ごぎよう
（86ハハコグサ)，はこべら（85ハコベ)，ほとけのざ（5O似た植物コオニタビラコ)，それに（80ナズナ）がで

てくる。すずなはカブ，すずしろはダイコンのことである。

79ドクダミ（どくだみ糊

（ジュウヤク）

時期6～7月に花。

場所道ばた，林の日かげに

生える多年生草本。地下茎をの

ばしてはびこる。

解説白い花弁に見えるもの

は，花の集まり(花序)を保護す

る総苞片で,花にはがくも花弁も

ない(不完全花という）。本県で

はガラッパグサの名で有名。

ハンゲショウの名の由来は，

半夏生説(7月11日頃に白い花を

つける）と半化粧説（葉が半分

白くなる）の2つがある。
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98アカメガシワ（とうだいぐさ科）

時期夏～秋に花，実。

場所山野，特に林のへり，人家の周辺，伐採地に多い。

解説特に春先の若葉は赤色をおびる。

＝二アカメガシワ

落葉樹。葉は広くて（幅15cm位）柄も長い。夏に花をつけ，
とげ

秋には刺のある実をつける。枝を折ると木の皮がよくはげる。

このアカメガシワや次のイヌビワ，ヌルデあるいは

ハゼノキやカラスザンショウ，アオモジなどは，林縁

に多く見られる木である。山道を歩くと道へかぶさる

ようにして，必ずといってよいほど顔を出す植物たち

である。

101イヌビワ（くわ科）

〃

;

時期夏～秋に実。

場所林のへり，川岸，山道に多い。

解説枝を折ると白い乳液が出る。実は

黒く熟し食べられる。

方名で「インタブ」とか「タツノキ」

「タブ」などと呼ばれている。

葉の広い型と右図のように葉の細い

型があり，こちらをホソバイヌビワと

よんだりする。

鞍や
－ 一

筆lzIJ二勅．!，
ガ→乞0,毛も､･閥3

小売術同掻くのび．§

側

ホソバイヌビワ

似た植物

11フヌルデ(うるし科）
q■●

遅=殉〉

難

雪彦聯
無軍診

期夏に花。

所日あたりのよい林のへり

や原野，山道などに多い。

説複葉の木は見わけにくい

が，葉の軸にひれがついて，

平たくなっているのですぐわ

かる。

ハゼノキは，よくかぶれる

がヌルデにかぶれる人は少ない。

落葉樹，高さは普通2～3m

程。

－41－
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99アキグミ（ぐみ科）

111ナワシログミ(ぐみ科）

解説普通に見かけるグミは,アキグミとナワシログミである。また,海岸地方では次にあげ

たマルバグミやツルグミもよく見られる。

アキグミナワシログミマルバグミツルグミ

＝

蚕鰹
撫

や,可虹$！
一ノ 、 ､U

雑〈にかけて花をつけ,実は次の年の′
、げ

3～5月頃に赤く熟す。

時期

⑫4～5月頃
②秋に赤く熟す

場所

海岸から山野まで

最も多く見られる。

解説

・秋に実が熟す→

アキグミ

・葉は白っぽい

海岸林や山中に

ある。

海岸林の植物。主と

して県本土南部。

海岸近くの山野に多く見られ

るが，山地にも多い｡

｡つる性の木

･葉の裏は赤褐

色

。つる性の木

･葉の表は弱い光沢

があり裏は銀白色

･苗代の時期に実が熟す

→ナワシログミ（3～4月頃）

･葉はかたく光沢がある。

表は緑，裏は褐色の点あり。

104アマクサギ(<まつづら科）

時期夏に花。

場所海岸近くに多い。

解説名の示すとおり葉は“くさい”が，山菜としても親しまれている。

方名でクサッナとかクサギナと呼ばれている。葉に光沢がある。

似た植物

クサギ人里周辺の山地に多い。アマクサギより強い臭気がある。漣
ショウロクサギ悪臭なし。

葱扇ぎ電鍵塾
ショウロクサギ
（＜まつづら科）
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102オオムラサキシキブ(<まつづら科）

時期花は夏，実は秋に熟して紫色になる。花も紫色。

解説秋の山野で，紫色の小さな実をいっぱいつけた木を見かける。そのうち，よく見か

けるのが下の4種である。いずれも<まつづら科○秋にこれらの木を見つけたら特徴を見比

べながら，自分の力で名前を調べてみよう。高さはいずれも1～2mぐらいが普通。

オオムラサキシキブコムラサキムラサキシキブヤブムラサキ

綴

霧 厚

場所

主として県中部以南の：

海岸近くの山や道ばた。

特徴<§l '

主として県北部 の 湿 地 。 各 地 の 林 内 各 地 の 林 内

(イムタ池や吉松など）

、 〃し.

輿
葉は大きく

10～15cm位

葉に毛はなし

冬

葉は小さく

3～5cm位

葉に毛はなし

斜託

葉は中位

5～10cm程

葉に毛はなし

〃

葉は中位

5～10cm程

両面とも柔い毛に

おおわれている。

120マルバハギ（まめ科）

晩

篭

欝

時期秋に花。

場所山野の路傍，林のへり，日当たりのよい崖な

どに多い。

解説

秋の山野を彩る代表的な植物。野菜や果物に季

節感がなくなったといわれて久しいが，野の草花

はまちがうことなく我々に四季を教えてくれる。

ジュウゴヤバナの方名が示すとおり，名月にダン

ゴと供える頃から秋は深まっていく。

悪 霊
－43－

葦
t大きいが花の液,ゴ
矛,)ｲ､うじ検、，ノ

ー

似た植物

オオマルバハギ

（まめ科）

蝋
瀞

稀



刷
八

似た植物ナンバンキブシ（きぷ

3～4月淡黄色の花

をつけ,6～7月だ円

形の実がなる。

海岸近くに生える。

枝が太く，葉は厚く大

きい。葉の裏面｜

熱
し白っぽい。

103キブシ（きぶ

時期3～4月，葉

て黄色の花をつける。

|ま熱すと黄色くなる。

場所山地に広く自

る。林縁に多い。

解説春休みのころ，

を歩くとよく見られる

葉低木で雌雄異株。

総』
／

ー

解説春休みのころ,山道

を歩くとよく見られる。落

葉低木で雌雄異株。黄色い

房状の美しい花（葉はついて

いない）が特徴。
驚

I

奄謬

瓠
1

106クスノキ(くすのき科）

時期5～6月，白黄色

の花が咲き，11月頃黒色の

実がなる。

場所・県本土の照葉樹林

では，シイ，カシ類ととも

に，最も多いもののひとつ。

１
１

鍾髪Zグ

一一

、聖 一
一

1

11
（らみな

皇寅しの幼虫が､､了
柔と笑凱7‘,3．

砿版jこIよ虫報
の)､《うみがあ』ー

すのき科）似た植物ヤブニッケイ（〈

105クサイチゴ(ばら科)133ﾅﾜｼﾛｲﾁコ(ばら科)110ﾅガバﾉﾓﾐブｲﾁゴ(ばら科）

離曇室

聴
腰

艇
／

画餅蝿
I1トー／漣

膳声
時期4月白色の花をつけ

実は6月黄色く熟す。

場所山地に普通に見られ

る。落葉小低木。

解説葉の形がカエデ（モ

ミジ）の葉に似ている。キイ

チゴともいう。これは木イチ

ゴ，あるいは黄イチゴに由来

する。

時期初夏に花が咲き，

果実は6～7月赤く熟す。

場所山野の日当たりの

良いところに生える。

解説苗代づくりをする

ころ実が熟すので，この名

がついた。

時期4～5月に花。

落葉小低木。果実は赤色に

熟す。

場所山地に普通に見ら

れる。

解説茎にはとげがまぱ
きよ

らにつき，葉のふちには鋸

歯がある。葉の両面に毛が
くさ

密生している。草いちごの

意味。食べられる。
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108シヤリンバイ（ばら科）

時期初夏に花，夏～秋に実が熟す。

場所海岸付近の岩場に多い。

解説葉に光沢があり，裏面は白っぽく葉脈がはっきり見える。

葉のへりはやや裏側へ巻くようにして曲がる。花が梅に似ており，

直線的に出る枝が輪生するため車輪梅の名が付いた。黒く熟した

実の皮は甘い。

ー【］

大島紬の従

｜を細く切

の木に含主

めの脾

10時
Z々、ノ

の 海 穿 ｿ 肺

109トベラ（とくら科）

時期5～6月に花。秋遅く，赤い実が裂けて出る。

場所海岸近くの山に多い。人家周辺の山地，庭木としても植

えられている。

解説樹皮は黒っぽい。葉は光沢があり濃い緑色。葉のへりは

裏側へ巻きこんだようになっている。木の枝や幹には特有のにお

いがある。花は白から黄色に変わり芳香がある。
とびら

節分に，この木を扇にはさみ,鬼をおいはらうのに使ったからト

ビラの木→トベラになったとされるが，それほどにこの木の臭気

は強い。

キイレツトリモチは主としてこの木の根に寄生する。しか

し，おもしろいことに(?)，このページにあげた3種，トベラ，

シャリンバイ，ネズミモチのいずれにも寄生することが知ら

れている。これ以外への寄生は知られていないようである。

112ネズミモチ（もくせい科）

時期5～6月頃に花，10月頃実は黒く熟す。

場所山地や海岸近く，林のへり，川岸など，人家に生垣

として植えてある。そのためか人里にも多く見られる。

解説本県では「イボタ｣｢イボタノキ」の方名でよく知られて

いる。本当のイボタノキ（もくせい科）は別にある。樹皮は灰色

でなめらか。葉は対生。分厚くにぶい光沢がある。実の形がネズ

ミの糞に，葉がもちのき科に似ていることよりネズミモチの名が

ついた。

－45－
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(すいかずら科）

実は秋に赤く熟す。

113ハクサンボク（すい

時期春，花をつけ，実は

場所照葉樹林の林間や林

縁に多い。

解説暖地に分布する常緑

の低木。高さ5mほどにもな

る。葉は対生で光沢があり，

秋美しく紅葉する。ハクサン

ボクの名は石川県白山に由来

する。

118マサキ（にしきぎ科）

時期6～7月に花。

秋に赤色の実をつける。

場所海岸に多い。

庭木，生垣などに用い

られる。常緑低木。

解説花弁は4枚，

小さな花をつけ，果皮

は黄赤色で球形。

針 穂

聯

似た植物ガマズミ（すいかずら科）

感忍

似た植物コクテンギ（にしきぎ科）

海岸近くに生える。

睡雰

119マルバウツギ

時期4～6月に花

を多数つける。

場所畑の土手や，

道ばたのがけに多い。

落葉低木。

解説葉は対生で，

両面共にざらつく。
うつぎ

ウツギとは空木，茎

が中空であることによ

る。

(ゆきのした科）ウツギ（ゆきのした科)10アコガクウツギ

鵜
譲蕊

⑳

(ウノハナ）（ゆきのした科）

3月円角の7屑がF

部に毛

鰯診

窪
す､114娠淘夕

時期5～7月に黄日色0

場所山中の木陰道li

解説茎は紫褐色｡花弁はとがる。

ゆきのした科の仲間には，コガクウツギのように花のつくりが退化し，がくが花弁状をし

ているかざり花(中性花)をもつものもある。ガクウツギ，アジサイなど，確かめてみよう。
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121ヤブツバキ（つばき1

時期2～4月頃赤色の花

が熟す。

場所照葉樹林の林間に生

近ぃ山地に多い。

似た植物サザンカ（つばき科）

秋から初冬に白色の花が咲き

翌年9～10頃実が成熟する。

7ツバキ（つばき科）

2～4月頃赤色の花。 9～10月実

DC砥

鞆
卓鋤

解
こ
た
の
く

I
乞電

童'一．．‐多謝

唾フ られた。

122ヤマヤナギ（やな

時期春，葉と共に長

さ3～5cmの花穂を出す。

場所山地に生える｡

解説丘から山地にか

けて，日当たりのよいと

ころに普通に生える低木。

葉は初め灰白色の毛が密

にあるが，後無毛となる。

葉の形は広だ円形。雌雄

異株｡

鞭
イ

蟻
矛
コ
ャ
尤
千

＃
鱸

長楕円形,葉裏に絹状の毛）

ギ(長楕円形鈍頭,葉柄ほとんどない）

線形･鋭頭,短い柄あり）
（やなぎ科）

似た植物サンショ100イヌザンシヨウ（みかん科） カラスザンショウウ

時期夏，淡緑色の

さな花を多数つける。

場所林縁，伐採地

どやや日なたを好む。

解説サンショウに

く似ているが，葉に良

香りがなく，茎にはと

がまばらにつく。雌雄

篝

誤
笹

墓ﾎ尖り 雌木のⅨHI|0
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132テリハノイバラ（ばら科） 似た植物ノイバラ（ばら科）

凡 時期6児
L目一RL÷、召

農い、畑0

識
ヨコ

室

7】1局

漁
蝉

11

S/鵬二漣

I．
字｡汗

塵言⑤7FのH玉Ht

1nKIHO

廷お
‐ ‐ ･

のf百ﾎ目

ノし泌刀

冨認宝

だよう。海岸近くの畑や田んぽの土手にはよく

見られる。また,最近では道路わきや中央分離帯の植えこみにこもよ

く用いられている｡低木のイメー

mのものもある。オトコシバ,オ 箇がある偏

ｦI勘
豚

、

夷
､

〆

116ヒサカキ（つばき科） 、

亀、
3～4月白色の花。常緑の低木，実は秋遅く

て黒くなる｡(やや紫色をおびる）

林内や畑の土手,人里周辺など｡庭に植えたりする。

この花も前種と似た特有の臭気がある。

ではサカシバ，ハナシバ，アクシバ等の方名

ばれ，よく仏事，神事に用いられる。

に行くとよくお目にかかる植物である。

の由来は姫サカキ（サカキより小型の意味）

サカキや非サカキではない。

－48－

葉のつき方の特徴

渥 蝋
に，しかも正面に2列

に並べ。このようなつ

き方を2列互生という

『



123アケビ（あけび科）

場所花は5月頃，実は秋に

趣隆
●蜜 〃ｿ一忽

"影

、

通

解説つる性の木本植物。

落葉性で小葉は普通5枚，雌

雄同様で雄花，雌花の別があ

る。花は淡紫色。

似た植物ミツバアケビ ムベ

個 級Z
《

鰹
アケビミツバアケビムベ

関覆棄刀5枚落葉性－3枚落葉性－5~7枚常緑性
原一詞たてにさける－たてにさける－さけない
豚ﾏｰ戸ヨ3個－3個－6個

129サルトリイバラ（ゆり科）

時期初夏に花が咲く。似メ

場所山野に生える。

つる性低木。

似た植物ハマサルトリイバラ

（ゆり科）

サツマサンキライ

（ゆり科）

灼 ｛
サルトリイバラに似るが，と

げがなく，果実は黒色◎南部
の海岸に多い。

塵珍

I臺
に似るが，と

は黒色◎南部

がひっかかるという意味。茎はつる状になっ

ランハといわれる。五月節句のダンゴを包む

解説猿とりイバラは,とげがあって「サル」がひっかかるとい・

てまばらにとげがある。方名で，カカラ，カカランハといわれる。

のにこの葉を用いる。秋に美しい赤色の実をつける。

－49－



124エビズル（ぶどう科）134ノブドウ（ぶどう科）

時期両種とも秋に実をつける。

場所山地や野原のやぶ，畑近く

燕
r~Y

⑬
湾

味

｣」〃‐V弓・匠

似た植物キカラスウリ（うり科）12フカラスウリ（うり科）
を含む。

ら作った欝
塾

のて、あ今。

I
識＝

》 〆

鵜

韓
－50－



125オオイタビ（くわ科）

鋤雪薯昊鱸禾；

似た植物ヒメイタビ（くわ科）

鯵

逐歴
崔

」

緋

似た植物イタビカズラ山中に多い。葉が長い5～10cm位。
（くわ科）

140ヤマノイモ（やまのいも科）

、

Z瀞
マルバドコロ(ニガカシュウ）

時期

場所

解説

夏～秋に花。

山林内，林のへりなど。

根を食用にするので有名。むかごも食べられる。

I
調べてみよう葉はふつう対生しているが，互生になって

いる部分もある。どこが互生でどこが対生か？

②

この仲間で，よく目にするのは下の3種で

ある。いずれもつる植物で他の植物にからみ

ついている。

オニドコロ カエデドコロ
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126カナムグラ（くわ科）

時期夏～秋に花をつける。

場所道路ばたや荒地のやぶにおおいかぶ

さるようにして茂る。

解説

iハ

ロI

旦

嘩０
０

化
芯

畦
坊

1曲

窪
与

Ⅷ
聖
、
言

トゲの役割

他の植物などに自分の体をひ

っかけたり，からまったりす

るのにつごうがよい。

自分の体を支えきれないつる

植物にはトゲや巻きひげを持

つものが多い。

－

ーー

壗

柄や茎'二'す下向、
さのトヶ"がラ‘ソ

、

壽鋪壹奉
呈
翰
さ
”
１
卵
似
伐

，道路ぱた，畑のまわりなど。

って茂っている様子からこの名で呼ば

あかね科の植物は全て葉が対生す
たくよう

る。また全て托葉を持つが，それ

が葉のように変化したのがアカネ

やヤエムグラの仲間である。

《

螺

似た植物

ホソバノヨツバムグラ

（あかね科）

ヤマムグラ

(あかね科）
136ヘクソカズラ（あかね科）

時期8～9月頃花，秋に実は黄色に熟す。

場所人里付近の林のやぶや畑のそば，

道路わきのやぶなど。

解説葉をもんでにおいをかぐと臭い。

これからへクソカズラの名がついた。

花は名に似合わずきれいで，幼い頃，こ

の花を鼻の頭につけて遊んだ大人も多いと

思う。地方によってはハナテングの方名で

呼んでいる。別名ヤイトバナ

海岸性で葉が分厚くにおいのしないのを

ハマサオトメカズラという。

h，′
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128クズ（まめ科）

時期秋に花。

場所日当たりの良い土手や林のへりに多い。

解説初夏から秋にかけて，林のふち

ようにして茂るつる植物。高さは10m

がえるような植物はない。鹿児島市の

の木々をおおいつくす

以上になり他に見まち

城山登山道一帯もこの

ズにおおわれている。

からは良質のデンプン

とれる。方名もいるい

あるが，一般には“カ

ネンカズラ”の名で知

れている。

I
～

曹曹曹曹曹曹シシ葦曹曹曹曹ン葦曹曹ピンンンピピー……

葉のつけ根はぶくつとふくらみ，

小さなコブのようになっている。

これはまめ科の特徴である。

見分けるのに便利である。
ハーーーア

ク
根
が
ろ

造=≧二
廷､ﾐミ

熱
ig'#Io《ﾉw､人上／

亀診‘

■

う
ぞ
の
モ
カ
き
い

′
調べてみようクズは極めて大型のまめ科のつる植物である

が，路傍には，まめ科で小型のつる植物が多い。次にあげる

植物も探してみよう。道ばたに多く見られる代表種です。

ツルマメ（まめ科）タンキリマメ（まめ科）ヤブマメ（まめ科）

(その他）

･ﾉｻｻｸて霧塁ある）
●ヤブツルアズキ

・ノアズキ（ヒメクズ）

に'すトキ11マメだ"汁

（本県に潮しノ

82ヌスビトハギ（まめ科） 似た植物ミソナオシ(まめ科）

匡
珍
〃

n．缶k1－厘

調 ¥ 説 秋 の l

』程実がズ；

この実の形ン

クル費の尾5

産る 。名の圧

彗を忍ばせ
、具三門し

芦苛〒兄0

鰯

趣亜ﾕフ 勿壬Cn亜夛
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旧Oスイカズラ（すいかずら科）

時期初夏に花をつける。

場所各地の山野にみられる。常緑つ

る性植物。

解説花の色は，はじめ白色，のち黄

色に変わる。花はおしべ5本，めしべ1

本で花中に蜜がある。蜜を吸うときの唇
かぺん

の形に花弁が似ているためこの名がつい
にんどう

た。忍冬ともいう。

キダチニンドウハマニンドウ

（すいかずら科）（すいかずら科）

激．
吐郡、

座シ

臺司
一、§

侭ヲ
スイカズラ儀裏'二嘘占､辱L)

カスマグサスズメノエンドウ

（まめ科）（まめ科）
138ヤハズエンドウ（まめ科）

（カラスノエンドウ）

時期4～5月に花が咲く。

似た植物

乏乙尋
唾,ﾒ21卸

▲
皿
側
睡
函
可
エ
ン
ド
句
〃

較比
Ａ
“
剛
Ｍ
Ｍ
ｖ
ガ
ス
マ
グ
弁
Ｉ

の集
肌
Ｍ
ｖ
占
譲
ゲ

物；＜ハ

参
塁う

解説スズメノエンドウに比べて大形であるので｢カラスノエンドウ｣｡また大きさが｢カラ
●●

スノエンドウ」と「スズメノエンドウ｣の中間であるので,「カスマグサ｣と名づけられた。

果実のつき方を比べてみよう。
9ﾌ☆ア オ モ ジ（くすのき科）＝－－‘棚,畷ム ダ

睡夛
時期2～3月，花と葉ほとんど同時に開く。

場所林縁部，伐採地など日当たりのよい薩摩半島

の西海岸の林に多く，不思議と大隅半島には無い。

解説高さ5mにもなる落葉高木。樹皮は黒緑色。

若枝は緑色。正月のころコメバナ，ミノハナといい，

墓参用の花としてよく使われる。材は香りがよいので

つまようじを作り，また実は香料の原料となる。雌雄異

株。

鮒員
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索 引

選ばれた植物140種以外に， この解説集で取0ﾉあげた植物174種

ア

アカツメクサ

アカミタンポポ

アキノエノコログサ

アキメヒシバ

アジサイ

アツバスミレ

ク サギ

アフリカヒゲシバ

アマチャズル

アメリカフウロ

アレチノギク

イ

イタビカズラ

イヌコウジュ

イヌコリヤナギ

イヌトクサ

イヌノフグリ

イワガネ

ウ

ウシハコベ

ウ ツギ

オ

オイランアザミ

オオアワダチソウ

オオイヌタデ

オオオナモミ

オオツメクサ

オオニシキソウ

オオバイノモトソウ

オオバチドメ

オオマツヨイグサ

オオマルバハギ

オオムラサキシキブ

オニドコロ

オニ ノ ゲ シ

オニユリ

カ

カエデドコロ

カキドオシ

カスマグサ

カネコシダ

カモノハシ

カラスザンショウ

ガクウツギ

ガマズミ

キ

キイレツチトリモチ

キカラスウリ

キダチニンドウ

ギシギ シ

ギンリョウソウ

キンエノコロ

ク
クサギ

クマノギク

クルマバナ

クワクサ

グンバイヒルガオ

ケ

ケチドメグサ

コ

コウボウシバ

コオニタビラコ

コクテンギ

コツブキンエノコロ

コムラサキシキブ

コメナモミ

コメヒシバ

コモチシダ

コリヤナギ

サ

サザンカ

サツマサンキライ

サナエタデ

サンショウ

ン

シシガシラ

シソバタツナミ

シマニシキソウ

ショウロウクサギ

シラヤマギク

シロバナサクラタデ

シロバナタンポポ

ス

スズメノエンドウ

トキワススキ

トクサ

トゲソバ

ナ

ナンバンキブシ

ニ

ニオウヤブマオ

ニガガシュウ

ニシキソウ

ニワホコリ

ネ

ネコヤナギ

ノ

ノアズキ

ノイバラ

イゲシ

ノコンギク

ノササゲ

ノジスミレ

ノチドメ

ノプキ

ノマアザミ

ハ
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